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問３ 単振動のエネルギー保存則より 
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問４ 𝐾𝑚𝑎𝑥 =
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① ：𝑧 軸負方向  ②：𝑦 軸正方向 
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Ⅲ 

問１ 単色光の速さ：
𝑐

𝑛
  振動数：

𝑐

𝜆
 

問２ 観測者１：2𝑑ට𝑛2 − 𝑠𝑖𝑛2𝜃0 = (𝑚 +
1

2
)𝜆   (𝑚 = 0,1,2,⋯)    

観測者２：2𝑑ට𝑛2 − 𝑠𝑖𝑛2𝜃0 = 𝑚𝜆 ( 𝑚 = 1,2,⋯ ) 

問３ 
𝜆1𝜆2

2(𝜆2−𝜆1)
⋅

1

ට𝑛2−𝑠𝑖𝑛2𝜃0

   問 4 720 nm   問５ 2.00× 10−6 m 

 

  



Ⅳ 

問１ 温度と物質量が一定のとき、気体の体積とその圧力は反比例の関係にある。 

問２ 𝑝0 +
𝑚𝑔

𝑆
   問３ 𝑋 =

𝐿0

𝐿
(𝑝0 +

𝑚𝑔

𝑆
) − 𝑝0𝑆  

問４ 1.1× 105 Pa   問５ 6.2× 10−5 𝑚3 

 

～講評～ 

Ⅰ 頻出の単振動の問題ではあるが、問４のエネルギーは日頃見る形式と異なるため、解きにくい受験生も多かっ

たかもしれない。８割が目標。 

Ⅱ 問題設定に対してほとんどの受験生が初見であったと思われるが、丁寧に読めば前半は解ける問題が多かった

だろう。後半は、前半で時間を使ってしまい、最後まで解けなかった受験生が多いと予想される。５割が目標。 

Ⅲ シャボン玉を題材とした、干渉・屈折の問題は比較的よく出題されるため、慣れている受験生も多かっただろ

う。ただし、後半の問４・問５は現象を具体的に考えられないと難しく感じられただろう。６割が目標。 

Ⅳ この問は、最後の問題が手に負えなかった受験生が多かったかもしれない。問３はケアレスミスを誘発してし

まう可能性が高い。また、最近の探求学習の流れでもある実験からの考察は、日頃からこういった問題に触れて

いないと初見で完答することは難しく、ギブアップをしたかもしれない。ただ、現実的には前半の１から３での

得点で勝負になったと思われる。３割が目標。 

 

全体として、5 割 5 分取れていれば十分だろう。 

 


